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当委員会では，2019 年春季大会参加者を対象に Web サイトでのアンケートを実施しました。その結果
を報告します。自由記述については，まとめの報告とさせていただきます。結果は今後の大会運営等に活
かすほか，学会理事会，本大会，次回，次々回大会の実行委員会や，大会を担う各支部の理事会にもお伝
えしております（そちらには７月に全てのご意見を含むファイルを送付しています）。みなさまのご意見
を参考に，よりよい大会運営を目指します。ご協力いただいたみなさま，ありがとうございました。 
 

 
 



 
 
まとめ 
 身分  任期無し研究者または技術者が 5 割（前回，前々回，…は５割，4 割，5 割強，4 割：以下，

カッコ内は同様）。 
 年齢  40 代が３割（3.5割，3 割，5割，3.5 割)。50 代，30 代と続く。 
 会期(4 日間)  ちょうどよいが 6 割（7割，6 割，7割強，6割強），長い（もっと短くていい）が 3割

（2割，３割，2割強，2割強），短いという意見はわずか。 
 口頭発表の一件当たりの時間  ちょうどいいが 8 割（6 割弱，8 割，8 割弱，6 割弱），短いが 4 割

（５％，2 割，３割），長いはわずか（1 割弱，わずか，わずか）。 
 ポスター会場の広さ  十分が 6 割（2 割，7 割，1 割， 4 割），狭いが 2 割（6 割，1.5 割，8 割， 4

割強） 
 ポスター発表の時間  ちょうどいいが 6 割（５割，8 割弱，５割強，６割），短いが 2 割，長いはわ

ずか。 
 大会会場ならびに運営全般について  満足が 7割弱（６割，8 割，6 割，6割），改善すべき点がある

が 1.5 割（1 割強，５％，3 割，3割）。 
 
今大会では，昨年の春季大会同様，発表件数が少なく，余裕があったせいか，口頭，ポスターとも全般に
満足度は高かったです。一方で，おそらくそのせいか，期間が長いとする割合も昨春同様それなりにあ
り，いくつかの具体的な改善案が自由意見として寄せられました。大会運営は過去の大会同様，概ね満足
されたようです。自由意見では，予稿集の全面電子化を評価する意見や提案が多数寄せられました。ま
た，口頭発表やポスター発表の運営に関し，様々な具体的な改善意見が寄せられました。開催日，開催場
所についても意見が寄せられましたが，例えば平日集中を望む声と土日を含めてほしいという声の両方
があるなど，内容はまちまちです。以前から一貫して多く寄せられている意見としては，春季大会と JpGU
の統合を求める意見があります。一方で，少数ながら，独立性を維持してほしいという意見も寄せられて
います。これについては引き続き理事会に検討して頂きます。 


